
編集後記
　今回，はじめて編集委員として関わり，技術者としての光栄な瞬間を迎えている．かつては，自身も研究開
発を進めつつ期日に追われながら執筆する日々を送った経験が蘇る．当時と比べ，世の中はより複雑になり，
先の見通しも難しい局面に技術者は立たされており日々奮闘されていることと思う．そのような状況の中，今
回はシミュレーションを活用した予測技術に焦点を当てた．このテーマは，原理・原則に基づいて実世界のシ
ステムやプロセスを高精度にモデル化し，それを製品に応用することで，お客様に新たな価値を提供できる重
要な技術である．今後も一技術者として，また編集者として新たな技術の創出とそれを通じた社会的課題の解
決に向けて，読者の皆様に価値ある情報を提供できるよう努めていきたいと思う．� （藤波委員）

　昨年から技報編集に携わらせていただいている.�文系・事務職である私は主に随筆の編集を担当し，執筆依
頼も行っている.�近年の海外駐在からの帰任者は異国でのコロナ対応に苦労された方々である.�依頼の際には，
コロナ禍の海外駐在中は会社と自宅の往復ばかりで寄稿できるネタがないなどの話もあり，寂しくもあり厳し
い時期であったと思う.�ウィズ�コロナ，アフターコロナともいわれているが，随筆では駐在先での業務（仕事
の話）だけでなく，各地での仕事以外の楽しさ，難しさ，魅力を執筆者とともに発信していくことも重要な責
務だと考えている.�今後も是非皆様の経験を寄稿いただきたい.� （天野委員）

　コロナが５類感染症に位置付けられるに伴い規制も緩和され，行楽地は嘗ての賑わいを取り戻し始めた．一方，
梅雨明けやらぬ頃から猛暑日が続き，溶けてしまうのではないかと感じるほどの熱量で外出をためらってしま
う．地球の温暖化が紛れもなく進んでいることを思い知らされる．CO２排出量削減は今や世界標準であるが，
今号にも軽量化や高効率化といった省エネルギーに繋がる技術の掲載があることに安心感を覚える．将来起り
得る環境変化を想定しつつ，絶え間なく研究開発を継続している技術者達に感謝するとともに，カヤバ技術の
更なる高みへの挑戦に期待する．� （萩平委員）
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　日頃，カヤバ技報をご愛読いただきありがと
うございます．第50号（2015年４月発行）から，
より多くの方々にご覧いただくことを目的とし，
弊社ホームページへの掲載を行っております．
是非ご利用下さい．
　なお，冊子の発行は従来通り行ないますので，
こちらもあわせてご利用下さい．

〈カヤバのホームページアドレス〉
https://www.kyb.co.jp/
（�トップ画面からカヤバ技報バナーをクリックし
て下さい）

ホームページへの掲載のお知らせ

　


